
第８１回 ケアハウスえんれい草 運営推進会議録 

開催日・場所 令和 ７ 年 １１ 月 ２７ 日（ 木 ）  ケアハウスえんれい草 ２階 相談室 

出 席 者 

地域住民代表     ３名  市職員代表      １名  えんれい草ご家族代表 １名 

忘れな草ご利用者代表 １名  忘れな草ご家族代表  １名   忘れな草職員     １名    

えんれい草職員    ２名                        計１０名 

活 
 

動 
 

報 
 

告 

利用者状況 

・定員２９名  現在利用者数２７名（内、男性１１名 女性１６名） 

・各階要介護度状況 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１Ｆ ０名 ０名 ８名  ４名 １名 ０名 ０名 

２Ｆ ０名 ０名 ９名  ５名 ０名 ０名 ０名 

合計 ０名 ０名 １７名  ９名 １名 ０名 ０名 

・入居待機者：３名 

事故並びに 

ヒヤリハット 

事 故 内 容 

９月２５日 １８時２０分頃 ２階入居者 ８８歳 男性 要介護１ 
物音がしたため訪室するとクローゼット前であぐらの状態で座っている所を発見する。「転んで
しまった」と笑っていた。介助にて立ち上がりベッドまで見守りする。痛みの確認をするが 
「なんともない」と話す。左肘に傷がありワセリン塗布し絆創膏を貼る。 
〈今後の対応策として〉 
口腔ケアの声掛けをし、退室したがベッドへ戻るまで見守りを行います。 

９月２５日 １９時３５分頃 １階入居者 ８５歳 女性 要介護１ 
居室より「キュッキュッ」と物音が聞こえ訪室。床の血を拭いており、顔の左側と髪の毛も血
がついている。左後頭部の腫脹と裂傷もあり出血が続いている。ガーゼで圧迫止血し本人にガ
ーゼを押さえてもらいオンコールをしようとしたが、傷口を触るため止血するまで職員が圧迫
止血を行う。出血もほぼ止まってきたため管理者にオンコール。管理者と深川市立病院救急外
来を受診、頭部の CТ撮影と右足大腿部も腫脹ありレントゲン撮影施行。骨折や脳内出血なく
頭部裂傷部５針止めの処置を受け翌日脳外科受診の指示。脳外科を受診するが経過観察の指示
となる。その後異常なく経過し１か月後に抜針となる。 
〈今後の対応策として〉 
ベッドにあった布団をクローゼット上段にしまうため、回転する椅子の上に登り、転落した。
ご家族にお願いし座面が回転しない安定した椅子と交換していただく。また、ご本人には椅子
の上に登らない、高い所の出し入れは職員にお願いするよう伝えました。 

１０月 ５日 ５時００分頃 ２階入居者 ９６歳 女性 要介護２ 
巡回中、居室の電気が点灯していたため訪室。トイレの入り口付近の床に右側臥位の状態でい
る所を発見する。ご本人に状況確認するが「歩行器がフラフラして言う事をきかない」と話し、
いつ転倒したのか、いつから床に横たわっていたのか等、原因や経緯は分からない状況。変色
や痛みの訴えはない。介助にて立ち上がり、歩行器を使用してベッドまで移動、バイタルも 
いつもと変わらない。 
〈今後の対応策として〉 
上肢、下肢共に筋力低下が見られているため無理せず自身に不安がある時はコールで職員を呼
ぶようお願いしました。 

１０月１３日 ３時４４分頃 ２階入居者 ９６歳 女性 要介護２ 
コールがあり訪室するとベッドを背にして床に座り込んでいた。ご本人に確認すると「トイレ
に行こうとしたら滑り落ちた」「痛い所はない」と話す。介助にて立ち、ベッドへ端座位になっ
てもらう。その後、歩行器を使用しトイレに行かれる。バイタルの変化なく変色も見られない。 
〈今後の対応策として〉 
朝方は身体の動きが悪くなっているため、危険と感じた時はコールで職員を呼ぶようお願いし
ました。 

１０月１６日 １１時２５分頃 ２階入居者 ９６歳 女性 要介護２ 
口腔体操の声掛けのため訪室するとベッドを背にして座り込んでいる所を発見する。ご本人よ
り「滑ったのさ」と言われる。「痛い所はない」と話すため介助にて立ってもらい歩行器を使用
しトイレに行かれる。 
〈今後の対応策として〉 
日中や夜間においても訪室回数を増やし、ベッド上での身体位置を確認し端に座っている時は
声掛けを行います。 

１０月１９日 １６時５０分頃 ２階入居者 ９６歳 女性 要介護２ 
「おーい」と声が聞こえ訪室。窓の前で仰向けに倒れている所を発見する。「カーテンを閉めよ
うとして転んだ」と話す。ご本人の側に歩行器もあった。介助にて立ち上がるが失禁していた
ためトイレに行き衣類一式交換する。痛みの訴えなく変色もない。バイタルも異常なし。 
〈今後の対応策として〉 
筋力の低下の影響もありずり落ちが続いているため、カーテンの開閉は職員が行う事を都度ご
本人に伝えていきます。※なお、１０月２４日に低酸素血症と膵炎疑いにて深川市立病院に入
院となり今月退居となりました。 



１０月２３日  ７時１５分頃 ２階入居者 ８９歳 男性 要介護１ 
ベッドにて失禁がありトイレにて下衣交換後、シーツを交換していた時にトイレより物音が聞
こえた。確認するとトイレの戸と便器の間に座っている状態。排泄が終わり下衣を上げようと
した所、バランスを崩し転倒した様子。介助にて立ち上がりベッドまで戻る。ぶつけた時は痛
かったが今は痛みが無いと話す。バイタルの変化なし。 
〈今後の対応策として〉 
介助中はご本人から離れないようにします。 

１０月２９日  ６時５０分頃 ２階入居者 ９９歳 男性 要介護２ 
朝の声掛けのため訪室するとベッド横の床に座り込んでいる所を発見する。ご本人より「ベッ
ドに座り布団を引っ張ったらずり落ちた」と話す。左腰部の痛みを訴え、背中に 12～13㎝の擦
り傷のような変色が見られる。介助にて端座位になってもらい様子を見るが動作に変化なし。 
〈今後の対応策として〉 
ベッドに座る時はできるだけ深く座る様声掛けを行い、訪室時は座っている位置を確認します。 

１０月２９日 １２時１５分頃 ２階入居者 ９０歳 男性 要介護１ 
昼食後口腔ケアの声掛けで訪室するとベランダの前で仰向けに転倒している所を発見する。痛
みの確認を行うと「色々、右・左」と言う。介助にて立ち上がり普段座っている椅子に腰をか
けてもらう。排泄の訴えがありトイレに入った所で看護師へ状況報告する。バイタル測定のた
め再訪室すると自分で手持ちの湿布を左手首に貼っていた。バイタルは若干高めであった。 
〈今後の対応策として〉 
普段から早歩きで行動するため、転倒しないよう様子観察を行いながらゆっくり歩いて頂くよ
う声掛けを行います。 

１１月 ８日  ０時１０分頃 ２階入居者 ８９歳 男性 要介護１ 
定時巡回で訪室するとベッドから上半身だけ床に落ちかけている。右前腕と左手は床に付き、
自分では動けない状態であった。介助にて入床してもらう。痛みの訴えはない。 
〈今後の対応策として〉 
寝ている姿勢が悪い時はベッドから落ちないよう直します。 

利用者活動状況 
１０月２２日 １０月誕生会 
１０月３１日 託児施設いちごの園児が来所しハロウィンイベント 
１１月２６日 １１月誕生会 

職員研修状況 

９月２５日 全軽協主催 北海道ブロック職員研究大会  於:札幌市 管理者参加 

９月２６日 軽費老人ホームひいらぎ荘主催 職員研修会 於:深川市 相談員参加 

１０月２８日 全軽協主催 令和７年度全国職員研究会議  於:札幌市 管理者出席 

その他 

１０月１７日 夜間想定避難訓練実施 

       消防設備点検実施 

１０月２９日 泰進建設株式会社様の地域貢献事業として音楽ボランティア来訪 

１１月 ５日 インフルエンザ予防接種を行いました。(入居者と職員) 

質問・意見等 ありません 

次回会議までの継続課題 無 ・ 有 （                         ） 

次回会議開催予定 令和８年１月２２日（木曜日）午前１０時３０分～ ケアハウスえんれい草 ２階相談室 
 


